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産
官
学
連
携
を
通
じ
た
地
域
貢
献

　

加
え
て
、
産
官
学
連
携
を
通
じ
た
地

域
貢
献
活
動
と
し
て
、
下
記
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

○
14
年
目
を
迎
え
る
地
域
産
業
人
材
育

成
講
座
の
実
施

○
地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
し
た
共

同
研
究
や
受
託
研
究
の
実
施

○
特
許
権
等
の
実
施
許
諾
を
通
じ
た
研

究
成
果
の
社
会︵
地
域
︶へ
の
還
元

以
上
の
よ
う
に
、
本
学
は
様
々
な
地

域
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
日
経

グ
ロ
ー
カ
ル
の
「
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
は
、
平
成
27
年
度
に
調
査
対

育
成
や
課
題
解
決
で
地
域
に
貢
献
し
、

特
色
あ
る
分
野
で
世
界
・
全
国
的
な
教

育
研
究
を
行
う
大
学
」
い
わ
ゆ
る
「
地

域
貢
献
型
の
国
立
大
学
」
を
選
択
い
た

し
ま
し
た
。

本
学
の
地
域
連
携
事
業
の
推
進
体
制

本
学
に
は
、
地
域
連
携
を
全
学
的
視

点
で
推
進
し
、
司
令
塔
的
役
割
を
担
う

組
織
と
し
て
「
地
域
連
携
戦
略
室
」
が

あ
り
ま
す
。「
地
域
連
携
推
進
機
構
」

は
、
学
内
の
連
携
と
情
報
の
共
有
を
図

り
、
地
域
を
志
向
し
た
活
動
を
進
め
る

目
的
で
設
置
し
た
組
織
で
あ
り
、
地
域

創
生
セ
ン
タ
ー
等
の
各
セ
ン
タ
ー
は
も

と
よ
り
、
学
部
・
大
学
院
・
病
院
等
各

部
局
等
が
加
わ
る
全
学
組
織
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
徳
島
地
域
連
携
協

議
会
」は
、地
域
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
、

ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
情

報
共
有
を
図
る
組
織
で
、
本
学
及
び
徳

島
県
内
全
て
の
自
治
体
（
本
学
は
県
内
全

て
の
自
治
体
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
済
み
）

し
ま
元
気
印
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
徳
島
県
の
課

題
で
あ
る
若
年
層
人
口
の
流
出
を
少
し

で
も
食
い
止
め
、
徳
島
の
地
方
創
生
に

貢
献
し
よ
う
と
、
本
学
を
中
心
に
徳
島

県
内
の
産
官
学
等
50
機
関
が
事
業
協
働

体
を
組
織
し
、
本
学
や
徳
島
県
の
強
み

で
あ
る
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
次

世
代
技
術
」
等
の
４
つ
の
分
野
に
合
わ

せ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
に

よ
り
、
卒
業
生
の
徳
島
県
内
就
職
率
の

向
上
を
図
る
全
学
を
挙
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
科
目
の
導
入
や
地
域
産
業
の
特
性
を

地
域
貢
献
の
位
置
付
け

平
成
18
年
12
月
、
教
育
基
本
法
の

改
正
に
よ
り
、「
社
会
貢
献
」
が
教
育
、

研
究
に
並
ぶ
「
大
学
の
第
3
の
使
命
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
改
正
後
、

11
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
急
速
な

少
子
高
齢
化
や
国
の
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
今
や
各
大
学
は
、「
自
ら
の

大
学
が
い
か
に
社
会
や
地
域
に
貢
献
し

て
い
る
か
」
を
競
い
合
う
時
代
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
学
は
、
平
成
26
年

8
月
、「
地
域
と
共
に
未
来
へ
歩
む
徳

島
大
学
宣
言
」
を
発
出
し
、
徳
島
の
地

で
地
域
住
民
や
地
元
企
業
、
行
政
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
全
力
で
地
域
貢
献
に

取
り
組
む
決
意
を
内
外
に
表
明
し
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
28
年
に
は
、
第
3
期
中

期
目
標
期
間
（
平
成
28
年
度
か
ら
33
年
度
）

に
お
い
て
文
部
科
学
省
が
３
つ
に
類
型

化
し
た
「
国
立
大
学
の
機
能
強
化
の
方

向
性
」
の
中
で
、
第
一
類
即
ち
「
人
材

の
起
業
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
手
事
業
者
や
学
生
等
に
よ
る
、
助
任

の
丘
を
利
用
し
た
「
フ
ァ
―
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
」、
徳
島
の
伝
統
文
化
で

あ
る
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
木
偶（
で
く
）

を
３
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
再
現
し
、
新

し
い
ス
タ
イ
ル
で
伝
統
を
継
承
す
る

「
伝
統
を
メ
イ
ク
」
事
業
等
、
新
た
な

地
域
貢
献
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
+
事
業

︰

と
く
し
ま
元
気
印
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム　

文
部
科
学
省
の
公
募
事
業
に
採
択
さ

れ
た
C
O
C
+
事
業
で
あ
る
、「
と
く

踏
ま
え
た
4
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
企
業
等
が
抱

え
る
課
題
を
学
生
と
企
業
等
と
が
一
緒

に
解
決
に
取
り
込
み
、
そ
れ
を
教
員
が

ド
ン（
メ
ン
タ
ー
）と
し
て
支
援
す
る「
実

践
力
養
成
型
（
寺
子
屋
式
）
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
等
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
昨

年
度
に
行
わ
れ
た
中
間
評
価
で
は
、
最

高
の
「
Ｓ
」
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
人
材
を
登
録
す
る
徳
島
大
学
地
域

人
材
バ
ン
ク
の
設
置
、
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の

連
携
協
定
に
基
づ
く
地
域
活
性
化
事
業

等
、
様
々
な
地
域
貢
献
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

が
構
成
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
課
題

別
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
課

題
に
応
じ
組
織
横
断
的
に
チ
ー
ム
編
成

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。　

本
学
の
主
な
地
域
貢
献
活
動

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
イ
ス
事
業
の
展
開

こ
れ
ま
で
、
那
賀
町
の
「
地
域
再
生

塾
」、
上
勝
町
の
「
上
勝
学
舎
」、
美
波

町
の
「
徳
島
大
学
・
美
波
町
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
」、
美
馬
市
、
つ
る
ぎ
町
、

東
み
よ
し
町
及
び
三
好
市
の
『
2
市
2

町
を
対
象
と
す
る
「
に
し
あ
わ
学
舎
」、

神
山
町
の
「
神
山
学
舎
」
の
徳
島
県
内

５
ヶ
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設

置
し
、
地
域
お
こ
し
の
様
々
な
活
動
を

実
施
す
る
と
と
と
も
に
、
徳
島
県
内
自

治
体
と
の
連
携
要
望
に
基
づ
く
，
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
の
実
施
に
よ
る
、
地
域
の

課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

フ
ュ
︱
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
等
を

活
用
し
た
各
種
事
業
の
展
開

ま
た
、
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
域

創
生
・
国
際
交
流
会
館
5
階
に
は
、
国

立
大
学
初
の
施
設
「
フ
ュ
―
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
『
A
・
B
A
』（
ア
バ
）」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
施
設
等
を
活
用
し
、
徳

島
新
聞
社
及
び
徳
島
県
信
用
保
証
協
会

と
の
連
携
事
業
と
し
て
、
地
域
で
ス

モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
す
る
起
業
家

を
創
る「
ま
ち
し
ご
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

事
業
を
展
開
し
、
地
域
を
支
え
る
複
数

象
と
な
っ
た
全
国
7
5
0
余
り
の
国

公
私
立
大
学
の
中
で
第
6
位
と
い
う
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
（
な
お
、
29
年
度

は
若
干
順
位
が
下
が
っ
て
第
15
位
と
な
っ
て

い
ま
す
）。

徳
島
大
学
は
、「
地
域
と
共
に
未
来

へ
歩
む
徳
島
大
学
宣
言
」
に
則
り
、
こ

う
し
た
活
動
を
今
後
と
も
積
極
的
に
展

開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

徳
島
大
学
理
事
・
副
学
長

︵
地
域
・
産
官
学
連
携
担
当
︶

吉
田 

和
文
（
よ
し
だ 

か
ず
ふ
み
）

地域貢献

徳
島
大
学
に
お
け
る

地
域
貢
献2017まちしごとファクトリーのクロージング

地域創生国際交流会館5階「フューチャーセンター」で開催された「インターンシップ学
生向け振り返り会」

「FD地域人材育成フェスタ」で説明する玉COCプラス推進監

にしあわ学舎で開催された「かずらワークショップ」


